
今月の担当は、吉中でした。 

10月 9日 工賃支給日 

10月 19日 工場メンテナンス 

職員会議 8i 

10月 14日 曽根天満宮秋祭り見学 

9 月 10 日に新任研修を受けてきました。今まで漠然と意思決定支援について≪利用者さん選択しても

らうこと≫と考えていたが実際には、「支援付き意思決定支援」と「代理代行決定」の 2 種類があると学ぶ

ことができました。 

意思決定支援の中で陥りやすいミスが【○○さんのために】という考えのもと、支援を進めてしまうこと

で、そこには本人の意思が介在せず職員の選定が入ってしまい本来の「支援付き意思決定支援」から「代

理代行決定」になってしまうことがわかりました。自身もそのような支援をしてしまうため、改めて支援のや

り方を見直す機会となりより、良い研修会になりました。 （村上） 

 

9月 14日（金）、15日（土）の両日に 5年ぶりとなる一泊旅行へ行きました。私は 10日前に突然どうして

も外せない研修が入ってしまい残念ながら不参加となってしまいました。コロナ禍で旅行が中止となってい

る間に職員の入れ替わりもあり、一泊旅行を経験したことがある職員は私だけとなり、どうなる事かと心配

していましたがワークホームで留守番中に送られてくる楽しそうな利用者さんの写真を見て安心し、行けな

かった事がとても寂しく感じていました。(笑)  

 今回、担当職員がしっかりと事前準備を行い、他の職員がそれをサポートして無事に旅行を楽しいもの

にしてくれました。年度当初から常に意識している事ですが、「これまでこんな事をしていたので、今回もこ

う！」というのでは無く、良いところは残しつつ今いる職員で新しい形を作り上げていくという点においては

とても良かったと思っています。 

 話は突然変わるのですが、下記の計算式が何かわかるでしょうか？ 

  

 

 

 このように就労系福祉サービスで事業所に支払われる報酬を利用者さんに均等に分配すれば月額

126,927 円という金額を受け取ることができます。この金額をどう受け取るでしょうか？ちなみにワークホー

ム高砂が行なっている就労継続 B型では次のようになっています。 

 
これを見て事業所職員は何を感じるのか？利用者さんに対して何が提供できるのか？就労系福祉サービ

ス事業所として求められる事とは何か？等、一泊旅行の留守番の間、作業をしながら 1 人考えていまし

た。これから「大人として働く」という事業所理念を大切にし、事業所として何ができるかを職員全員で考え

ていきたいと思います。 

～私たちに求められる事業所の役割とは～ 

ワークホーム高砂 楠 英充 

 

3,841億円÷269,339 人÷12 ヶ月＝118,840円 

B型の平均工賃は全国 16,369円 兵庫県 14,914円（令和 4年度） 
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10月予定 

来年度からよろしくお願いします(*^▽^*) 

9月 10日に東はりま特別支援学校 3年生の 6名の生徒さんと実習の事前面談を行いました。10月から

始まる実習に向けて生徒さん方の意気込みを聞かせてもらいました。 

それぞれ目標を立て、力強く発表している姿をみると、以前実習に来てた頃よりも少し凛々しく見えました。 

緊張や不安もあると思いますが、色々な作業を体験していただき、ワークホーム高砂で働くことが楽しいと

思っていただけたら嬉しく思います。また、実習生のお手本となれるよう日頃よりも逞しく作業をしてくれる先

輩利用者さんたちの姿が見れることも実習の醍醐味だと思っています。みんなで楽しく作業を頑張りましょ

う！！  (長瀬) 

 

久しぶりの一泊旅行を終えて 
 

5,713億円÷375,084人÷12 ヶ月＝126,927円 

これは、就労系福祉サービスの報酬予算÷就労系サービスの利用者数÷月割り＝1人当たりの金額 

 



生野銀山 【そば処出石城】 

自分たちで打って作ったお蕎麦はい

つも食べるお蕎麦より格段に美味

しかったね          

初めての一泊旅行 6 人衆 

 

   

WH高砂 出発 

生野銀山到着  

洞窟の中は１３度 

出石そば体験＆昼食 

温もりの宿ひだまり 
城崎マリンワールド 

最後にお土産♫ 

温もりの宿ひだまり 

 コロナが 5類となり、初めての一泊旅行に行ってきました。みんなとても楽しみにしており、仕事の休憩中は旅行の話で盛り

上がっていました。 

1日目は、生野銀山とそば打ち体験をしました。生野銀山の中にいる人形に興奮している利用者さんもいました。（笑）そば

打ち体験はみんな上手に包丁を使って切ることが出来ていました。自分で作ったそばを食べる、とても良い経験になったと思

います。 

「ホテルひだまり」では美味しいご飯を食べながら、利用者さんに自己紹介をしてもらいました。職員が作った質問カードを

引き、それぞれ答えてもらいました。利用者さんの知らない一面を聞くことができ、とても有意義な時間となりました。 

 2日目は城崎マリンワールドへ行きました。イルカショーを見た後は各班で好きな場所へ。色々な魚を見たり、アジ釣りを楽

しんでいました。 

 初めて一泊旅行に行った利用者さん、職員たくさんいました。事故もなく無事に帰ってこられてホッとしています。来年も一泊

旅行に行けるように、みんなで力を合わせて仕事を頑張っていきましょう！  （花岡） 

 


